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「仁木町の風力発電を考える会」 
                宮下 洋子 

中央省庁に 

「上申書」 
 

仁木町民の皆さま、寒中お見舞い申し上げます。 

皆々さまに於かれましては、健やかな年越しが叶いましたでしょう

か。 

「仁木町の風力発電を考える会」では、心新たに活動を始めてお

ります。 

今年は、住民の方々に、「考える会」に対する先入観や、色眼鏡を

外して頂けますように、仁木の未来を共に考え、行動する信頼関係

を築いていかれたら嬉しいな、と願っております。 

どうぞ、本年もよろしくお願い申し上げます。 
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★新年の仕事始め 
 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
 

⑴ 中央の関連省庁に対し、下記の「上申書」を提出致しました。 

 

⑵ 佐藤仁木町長に対し、「要望書」を提出致します。（1 月 25 日） 

「要望書」の内容と、1 月 25 日の会談の内容につきましては後日、

新聞折り込みチラシにて公表する予定です。 

 

⑶ 「風力発電に反対する北後志連絡会」の発会式（1 月 30 日） 

 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
 

 

上 申 書 
２０２４年１月１７日 

 

経済産業省 再生可能エネルギー推進室長  伊藤 隆庸  様 

環境省    地域脱炭素推進審議官      植田 明浩  様 

林野庁    森林整備部長            長崎屋圭太  様 

 
                              

仁木町の風力発電を考える会 

宮下 周平 

宮下 洋子 

〒0048-2406 北海道余市郡仁木町西町 11-121 
TEL 0135-48-5516 
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寒中お見舞い申し上げます。 

本年も、よろしくご指導の程、お願い申し上げます。 

 

さて、昨年 12 月 6 日、「全国再エネ問題連絡会」の共同代表に随行

し、㈱関西電力が計画した北海道北後志地域の「（仮称）古平・余市ウ

ィンドファーム事業」と「仁木町南部計画」について報告させて頂きま

した。お忙しい中、お時間を取って頂きまして心より感謝申し上げ

ます。 
 

その後、12 月 16 日に、「（仮称）古平・余市ウィンドファーム事業」

について（株）関西電力による「方法書」段階での説明会がありまし

た。 

しかし、その余りにも住民無視の態度と進行に対して、普段物静

かな住民の方々が騒然として物々しい説明会となりました。 

 

それと言うのも、1 時間の関電側の説明が終わった後、質疑応答は、

事前に質問用紙に書いて提出させ、それをスライドで映しながら、1

時間半、一方的に関電が説き続けて終わったからでした。 

しかも、5，6 人の男性スタッフが、120 人ほどの参加者の周りを

取り囲んで立っており、ステージ前に進んで抗議する人、マイクを

取って発言しようとする人を席に連れ戻し、大声で抗議する人たち

も制止されました。 
 

司会者は、「後で、個人的に質問は受けますから、とにかく静かに」

と、何度もアナウンスしましたが、ついに時間一杯まで、何も聞こ

えなかったかのように、一方的に説明して終わりました。 
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司会者が、「時間になったのでこれで閉会します。質問のある方は、

残って質問を受け付けます」と言いつつも、大勢のスタッフがどん

どん机と椅子を片付けて追い出されてしまいました。 

 

スライドも、関電にとって都合の悪い質問は、全部カットされて

いました。町会議員の質問も取り上げられなかったようで、「関電の

自作自演だ！」と怒っておられました。 

 

質疑応答の際には、「個人情報・プライバシー保護のため」という

理由で、マスコミ関係者の入室は全てシャットアウトされましたが、

スライドに映された質問には、個人名は明記されていませんでした。 
 

数日後、「全国再エネ問題連絡会」の zoom 会議があり、この件を

報告すると、「全国各地での説明会でも、それはあり得ない」との事

で、役員一同、憤っておられました。また、マスコミ関係者も、こ

の件に付いて、批判的に取り上げております。その記事を添付いた

します。 

 

そこで、12 月 6 日に訪問させて頂いた経産省、環境省、林野庁の

方々が、真摯に当地の現状報告を詳らかに傾聴して下さいましたの

で、以上の件についてお尋ねさせて頂くことに致しました。 

 

「環境アセスメント」に義務付けられた「住民説明会」は、このよ

うな住民無視、言論封じの姿勢で、住民は何一つ納得していない状

況でも認可され、次の段階に進むことが出来るのでしょうか？ 
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私共は、これまで、関電側と「説明会開催」の約束を文書で取り

交わしたにも拘わらず、何度も反故にされ、一事が万事、信頼出来

なくなっております。 

そして、この度の「方法書」作成者が、関電の子会社で、犯罪歴

の有る「㈱KANSO テクノス」と聞いて、ますます信用が出来なくな

りました。 

 

 以上、㈱関西電力と仁木町

住民とのコンセンサスは全く

得られていない現状を、ご報

告申し上げるとともに、関係

省庁が、「方法書」から先に進

むことを許可されませんよう

に、また、このような住民無視

の説明会が全国的にも行われ

ませんように、省庁の関与を

お願い申し上げたいと思いま

す。 

 

また、当会発行の最新版「風の祈り 17 章」と、仁木佐藤町長への

「要望書」、「風車 V₀l.１１」を添付致しましたので、ご参読頂けれ

ば幸いに存じます。ありがとうございました。 

 

なお、これらの文章と、関係省庁への「上申書」は、仁木町全体

に、新聞折り込みチラシとして配信させて頂きたいと思います。 
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